
日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

（
金
子
と
し
え
、
山
田
と
し

子
、
新
井
た
く
み
、
滝
沢
お

さ
む
）
は
21
日
、
市
民
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
寄
せ
ら

れ
た
国
道
・
県
道
に
関
す
る

こ
と
や
河
川
の
浚
渫
な
ど
の

要
求
を
18
項
目
の
要
望
書
に

ま
と
め
、
飯
能
県
土
整
備
事

務
所
長
に
提
出
。
柳
下
礼
子

県
議
と
と
も
に
、
技
術
・
副

所
長
、
河
川
・
砂
防
担
当
部

長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

中
藤
・
杉
の
木
台
擁
壁

崩
落
で
県
の
支
援
を

冒
頭
で
、
中
藤
下
郷
・
杉

の
木
台
の
擁
壁
崩
落
問
題
で
、

「
地
元
の
県
土
整
備
事
務
所

と
し
て
、
埼
玉
県
の
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
が
適
用

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
頂

き
た
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

国
道
２
９
９
に
関
わ
る

も
の国

道
２
９
９
号
の
整
備
に

関
連
し
て
、
走
り
屋
対

策
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
制

御
の
路
面
ハ
ン
プ
（
凸

凹
工
法
）
や
虎
秀
・
井

上
の
歩
道
整
備
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
な
ど
を

要
望
し
、
「
要
望
箇
所

に
つ
い
て
は
、
現
地
を

見
て
検
討
し
た
い
。
路

面
ハ
ン
プ
は
除
雪
に
支

障
を
き
た
す
の
で
難
し

い
」
と
答
え
、
新
町
コ

ン
ビ
ニ
前
歩
道
の
道
路

標
識
が
歩
行
者
や
車
い
す
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
事
に

つ
い
て
は
、
「
移
設
を
検
討

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

県
道
整
備
に
関
す
る
も

の
県
道
飯
能
下
名
栗
線
に
関

し
て
は
、
「
一
ノ
瀬
橋
～
原

市
場
小
学
校
間
の
歩
道
整
備

及
び
上
名
栗
ほ
て
い
や
商
店

付
近
の
拡
幅
は
事
業
を
再
開

し
、
用
地
交
渉
に
入
り
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

第
二
小
学
校
前
歩

道
の
路
面
の
凸
凹
に
つ
い
て

は
、
「
現
地
を
見
て
対
応
し

た
い
」
永
田
の
バ
イ
ゴ
ー
前

の
Ｕ
字
溝
の
ふ
た
が
壊
れ
て

い
る
も
の
は
、
「
す
ぐ
に
対

応
し
た
い
」
と
答
え
、
郷
土

館
下
の
張
り
出
し
歩
道
や
グ

レ
ー
チ
ン
グ
が
滑
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、

「
現
地
を
見
て
、
ど
の
よ
う

に
対
応
で
き
る
か
研
究
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

原
市
場
下
成
木
線
の
歩
道

整
備
は
、
「
安
全
対
策
と
し

た
26
年
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
整
備
し
た
。
歩
道
整
備
に

つ
い
て
は
具
体
的
な
計
画
は

な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

井
上
・
や
ま
き
前
及
び
岩

沢
・
運
動
公
園
付
近
の
河
川

の
浚
渫
（
砂
利
撤
去
）
に
つ

い
て
は
、
「
随
時
行
っ
て
い

る
が
、
要
望
の
場
所
に
つ
い

て
も
現
地
を
見
て
、
検
討
し

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

憲
法
改
悪
反
対
飯
能
日
高

共
同
セ
ン
タ
ー
は
、
十
九
日

に
所
沢
の
小
林
善
亮
弁
護
士

を
講
師
に
招
き
、
憲
法
学
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
戦
争
法

の
発
動
に
伴
い
、
南
ス
ー
ダ

ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
新
た
に

派
遣
さ
れ
る
自
衛
隊
員
に

「
駆
け
つ
け
警
護
」
の
任
務

が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
、
緊

迫
し
た
情
勢
で
の
学
習
会
で

し
た
。

小
林
弁
護
士
は
、
初
め
に

「
憲
法
十
三
条
は
『
す
べ
て

国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
』
と
規
定
し
、
平
和

な
社
会
で
人
間
ら
し
い
生
活

を
お
く
る
こ
と
が
保
障
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
立
憲
主
義

の
基
本
で
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
「
日
本
は
、
軍

事
の
道
を
つ
き
す
す
ん
で
い

る
。
入
間
基
地
を
拡
張
し
て

自
衛
隊
病
院
を
つ
く
ろ
う
と

し
た
り
、
防
衛
医
大
に
エ
ボ

ラ
出
血
熱
に
対
処
す
る
た
め

の
病
床
を
設
置
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活

動
に
危
険
な
任
務
を
追
加
す

る
の
は
、
実
績
を
つ
く
っ
て

自
衛
隊
強
化
の
た
め
に
世
論

を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
た
め

で
あ
る
。
一
方
、
中
国
や
北

朝
鮮
の
動
き
に
対
処
す
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
人
も
い
る
。

し
か
し
、
中
国
は
輸
出
で
経

済
力
を
保
っ
て
い
る
国
で
あ

り
、
戦
争
を
起
こ
し
て
ま
で
、

紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
は
考

え
な
い
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
は

貧
困
が
広
が
り
、
現
政
権
の

権
威
を
維
持
す
る
た
め
の
ミ

サ
イ
ル
や
核
の
開
発
を
し
て

い
る
が
、
戦
争
す
る
だ
け
の

国
力
は
な
い
。
大
切
な
こ
と

は
、
軍
事
力
で
は
な
く
話
し

合
い
で
解
決
す
る
こ
と
で
あ

る
。
中
国
や
北
朝
鮮
の
動
き

に
懸
念
を
持
っ
て
い
る
人
に

て
い
ね
い
に
説
明
す
れ
ば
理

解
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
七
月
の
参
議
院

選
挙
や
新
潟
の
県
知
事
選
挙

で
は
、
市
民
と
野
党
の
共
同

で
勝
利
を
お
さ
め
た
。
市
民

が
政
党
を
動
か
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
目
の
前
の
自
分

の
地
域
で
一
致
点
を
つ
く
り
、

広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
結
び
ま
し
た
。
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“

池
ポ
チ
ャ
”
な

ら
ぬ“

風
呂
ポ
チ
ャ
”

で
す
。
一
瞬
の
睡

魔
に
襲
わ
れ
て
、

本
が
風
呂
に
飛
び

込
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
す
。
い
い
湯
だ
な
〽

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

哀
れ
な
本
は
、
乾
か
し
て

も
紙
は
よ
れ
よ
れ
後
の
ま

つ
り
で
す
。
そ
ん
な
こ
と

が
何
回
か
あ
っ
て
、
今
は

世
界
思
想
社
の
湯
水
に
耐

え
る
合
成
樹
脂
使
用
の

「
風
呂
で
読
む
シ
リ
ー
ズ
」

の
本
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
▼
と
こ
ろ
で
、
ゴ

ル
フ
大
好
き
な
シ
ン
ゾ
ウ

君
は
世
界
の
首
脳
で
最
初

に
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

さ
ん
と
会
談
し
た
と
か
で
、

得
意
満
面
で
す
。
救
い
よ

う
の
な
い
の
は
、
世
界
に

恥
を
さ
ら
し
て
い
る
の
に
、

“

池
ポ
チ
ャ
”
を
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
と
勘
違
い
し
て
、

「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
信
頼
で

き
る
指
導
者
だ
と
確
信
し

た
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る

こ
と
で
す
▼
閣
僚
人
事
を

み
て
も
、
人
種
差
別
主
義

者
や
右
派
・
タ
カ
派
の
勢

ぞ
ろ
い
で
す
。
そ
ん
な
ト

ラ
ン
プ
さ
ん
を
天
ま
で
も

ち
あ
げ
て
み
せ
る
シ
ン
ゾ

ウ
君
は
、
そ
こ
に
自
分
の

分
身
を
重
ね
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
恐
ろ
し

い
こ
と
で
す
。

県
土
整
備
事
務
所
に
要
望

柳
下
県
議
と
と
も
に
飯
能
市
議
団

紛
争
を
戦
争
に
し
な
い
英
知

飯
能
日
高
共
同
セ
ン
タ
ー
が
憲
法
学
習
会



開始時刻
１１月２５曰 金 19:00
１２月　３曰 土 10:00
１２月　３曰 土 14:00
１２月　６曰 火 19:00
１２月　７曰 水 19:00
１２月　８曰 木 19:00
１２月１０曰 土 10:00
１２月１０曰 土 13:00
１２月１０曰 土 16:00
１２月１５曰 木 19:00
１２月１７曰 土 10:00
１２月１７曰 土 13:00
１２月１７曰 土 16:00 集会室加治地区行政センター

開催日 会　　場

ボ ラ ン テ ィ ア ビ ュ ー ロ ー原市揚地区行政センター
名栗地区行政センター 集会室

集会室吾野地区行政センター

ホール
第６会議室飯能中央地区行政セン

美杉台地区行政センター

第二区地区行政センター

集会室
集会室南高麗地区行政センター

東吾野地区行政センター
精明地区行政センター

集会室
集会室富士見地区行政センター

集会室

第１会議室
第１会議室加治東地区行政センター

双柳地区行政センター

戦
争
法
の
下
で
航
空
自
衛

隊
入
間
基
地
（
埼
玉
県
入
間

市
、
狭
山
市
）
の
拡
張
・
機

能
強
化
が
進
め
ら
れ
る
中
、

「
安
保
法
制
の
発
動
許
す
な
！

入
間
基
地
拡
張
ス
ト
ッ
プ
！

緑
の
森
を
守
ろ
う
！

11
・

20
埼
玉
県
集
会
」
が
20
日
、

入
間
市
の
彩
の
森
入
間
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。

３
０
０
０
人
以
上
の
参
加
者

が
「
戦
争
い
ら
な
い
」
と
声

を
上
げ
ま
し
た
。

入
間
基
地
に
は
、
自
衛
隊

の
海
外
展
開
を
見
据
え
た
新

型
輸
送
機
Ｃ
２
の
配
備
が
計

画
さ
れ
、
隣
接
す
る
留
保
地

に
は
、
海
外
の
戦
争
で
負
傷

し
た
自
衛
隊
員
を
治
療
す
る

た
め
の
自
衛
隊
病
院
な
ど
の

設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
会
で
は
、
呼
び
か
け
人

の
辻
忠
男
医
師
、
地
元
の

「
ス
ト
ッ
プ
入
間
基
地
拡
張
！

市
民
の
会
」
の
小
川
満
世
共

同
代
表
ら
が
訴
え
ま
し
た
。

自
衛
隊
員
を
送
り
出
さ

な
い
世
論
と
運
動
を

日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄
也

衆
院
議
員
、
社
民
党
県
連
の

中
島
修
副
幹
事
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
民
進
党
と
自
由
党
も

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

塩
川
氏
は
「
入
間
基
地
か

ら
殺
し
殺
さ
れ
る
海
外
の
戦

場
に
自
衛
隊
員
を
送
り
出
さ

な
い
た
め
に
、
世
論
と
運
動

を
広
げ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

参
院
会
派
「
沖
縄
の
風
」

の
伊
波
洋
一
参
院
議
員
が
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
チ
し
、
「
沖
縄

だ
け
で
な
く
、
入
間
で
も
緑

の
森
を
つ
ぶ
し
て
新
た
な
基

地
が
つ
く
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
基
地
強
化
を
許
さ

ず
、
憲
法
９
条
と
平
和
を
守

る
意
思
を
示
そ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
飯
能
か
ら
も
１
５

０
名
が
参
加
し
、
「
自
衛
隊

員
を
守
ろ
う
！
」
「
オ
ス
プ

レ
イ
い
ら
な
い
！
」
「
緑
の

森
を
守
ろ
う
！
」
と
コ
ー
ル

し
な
が
ら
入
間
市
駅
ま
で
行

進
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

「
基
地
の
拡
張
強
化
は
許
せ

な
い
！
。
自
衛
隊
員
を
送
り

だ
さ
な
い
為
に
も
、
入
間
基

地
拡
張
の
動
き
を
知
ら
せ
、

も
っ
と
運
動
を
広
げ
よ
う
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

新
井

巧

11
月
30
日

11：

10

～
12：

10

ケ
ー
ブ
ル
TV
放
映

12
月
５
日
21
時
～

１

総
合
政
策

い
つ
で
も
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
に
す
る
た
め

の
課
題
に
つ
い
て

２

高
齢
者
福
祉

（
１
）
介
護
保
険
制
度
改
定

と
問
題
に
つ
い
て

（
２
）
新
総
合
事
業
の
準
備

状
況
と
課
題
に
つ
い
て

（
３
）
高
齢
者
自
動
車
運
転

免
許
証
自
主
返
納
制
度
の
支

援
に
つ
い
て

３

交
通
政
策

（
１
）
地
域
懇
談
会
を
前
に

準
備
し
て
い
る
も
の
は

（
２
）
地
域
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ

ン
（
私
案
）
に
つ
い
て

４

防
災
対
策

（
１
）
擁
壁
崩
落
、
浸
水
被

害
等
に
関
連
し
て

①
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

②
危
険
箇
所
等
の
総
点
検
を

（
２
）
防
災
無
線
の
役
割
を

見
直
す

５
、
地
域
問
題

（
１
）
新
寺
バ
ス
停
駐
輪
場

の
改
善
と
原
市
場
中
付
近
等

の
駐
輪
場
整
備
に
つ
い
て

（
２
）
中
藤
、
妻
沢
地
域
の

市
道
は
自
治
会
負
担
の
防
犯

灯
か
ら
道
路
照
明
灯
に
切
り

替
え
て
増
設
を

山
田

利
子

11
月
30
日

15：

30

～

16：

30

ケ
ー
ブ
ル
TV
放
映

12
月
６
日
21
時
～

１

福
祉
問
題

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

（
１
）
土
曜
日
１
日
保
育
を

山
手
保
育
所
以
外
に
も
増
や

す
こ
と
に
つ
い
て

（
２
）
保
育
所
入
所
希
望
者

が
未
入
所
と
な
ら
な
い
取
り

組
み
に
つ
い
て

（
３
）
保
育
料
は
第
２
子
か

ら
無
料
化
を

２

総
合
政
策
の
問
題
に
つ

い
て

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
に

つ
い
て

３

ま
ち
づ
く
り
の
問
題
に

つ
い
て

景
観
・
観
光
・
防
災
の
面
か

ら
も
無
電
柱
化
の
取
り
組
み

を４

林
業
振
興
の
問
題

豊
富
な
森
林
資
源
の
活
用
に

つ
い
て

滝
沢

修

12
月
１
日

14：

20

～

15：

20

ケ
ー
ブ
ル
TV
放
映

12
月
８
日
20
時
～

１

子
育
て
支
援

18
ま
で
医
療
費
を
無
料
に

２

徴
税
と
納
税

厳
し
い
市
民
生
活
、
納
税
者

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

３

有
害
鳥
獣
対
策

（
１
）
有
害
鳥
獣
の
実
態
に

つ
い
て

（
２
）
市
域
に
お
け
る
農
作

物
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

（
３
）
対
策
に
つ
い
て

４

平
和
問
題

（
１
）
市
民
生
活
と
横
田
基

地
問
題
に
つ
い
て

金
子

敏
江

12
月
１
日

15：

30

～

16：

30

ケ
ー
ブ
ル
TV
放
映

12
月
８
日
21
時
～

１

地
域
振
興

地
域
の
元
気
を
創
出
す
る
事

業
の
拡
大
に
つ
い
て

（
１
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

（
２
）
飯
能
駅
舎
の
西
川
材

を
使
っ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

（
３
）
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ま
ち
飯
能
の
取
り
組
み
と
拡

散
に
つ
い
て

２

子
育
て
支
援
策

（
１
）
学
校
給
食
へ
の
助
成

に
つ
い
て

（
２
）
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の

支
援
の
強
化
を

①
み
な
し
寡
婦
控
除
の
市
民

税
へ
の
適
用
に
つ
い
て

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
方

法
の
改
善
に
つ
い
て

３

地
域
問
題

（
１
）
人
口
増
に
対
応
す
る

美
杉
台
小
学
校
区
の
児
童
ク

ラ
ブ
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
２
）
茜
台
地
区
・
龍
崖
山

公
園
の
駐
車
場
増
設
に
つ
い

て（
３
）
本
郷
地
区
・
飯
能
西

中
学
校
東
側
道
路
の
雨
水
排

水
対
策
に
つ
い
て
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自
衛
隊
入
間
基
地
拡
張
ス
ト
ッ
プ

入
間
か
ら
派
兵
さ
せ
な
い
！

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

「
こ
れ
か
ら
の
公
共
施

設
と
地
域
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
関
す
る
市
民

懇
談
会
」
開
催
」

飯
能
市
の
公
共
施
設
や
地

域
公
共
交
通
に
つ
い
て
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
市
か
ら
報

告
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

核
と
な
っ
て
い
る
公
民
館
等

の
公
共
施
設
の
あ
り
方
や
、

山
間
地
・
市
街
地
ど
こ
で
も

買
い
物
、
通
院
、
お
で
か
け

な
ど
の
「
足
の
確
保
」
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
み

続
け
ら
れ
る
飯
能
を
つ
く
る

た
め
の
意
見
交
換
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


